
『食品王国いしかわ』 

一般社団法人 石川県食品協会 入会案内 

 

当協会は、昭和６３年１２月設立以来、会員企業の販路開拓支援事業（国内外食品見本市出展、

モニタリング事業）新商品開発支援、各種研修会開催など県内食品産業の振興発展に向けた各種事

業を行っております。平成９年には、食品王国いしかわ「石川食品憲章」を制定しその精神に沿っ

て商品開発等を行うなど会員の皆様方も積極的に参画されております。 

現在、食品産業は県内主要産業の一つとして位置づけられており、元気ある産業として、協会と

会員が一体となった取組が評価されていると確信しております。 

当協会では会員の皆様方の企業発展のお手伝いを精一杯させていただき、県内食品産業の活性化

に努めたいと考えておりますので、是非この機会にご入会くださいますようご検討のほどよろしく

お願いいたします。 

一般社団法人石川県食品協会 

代表理事会長 杉野 哲也 

 
『食品王国いしかわ』一般社団法人 石川県食品協会 

協会ホームページ  http://www.ifa.or.jp 
 

＊部会組織について（会員の業態別に製造業部会、流通業部会、外食業部会の３部会があります。） 

◎ 製造業部会・・・原材料の確保や食品の製造・加工を主たる業務とした会員による構成 

◎ 流通業部会・・・食品の流通業を主たる業務とした会員による構成 

◎ 外食業部会（中食を含む）・・・外食業（中食を含む）を主たる業務とした会員による構成 

 

＊委員会組織について  （※ 部会、委員会の所属については重複も可です。） 

  ◎ 広報・情報交流委員会 

「食品王国いしかわ」機関紙発行、常設展示「いしかわの味」「ほっと石川なにわ館」、 

石川の食にまつわる川柳募集事業、協会ＨＰ など 

  ◎ マーケティング委員会 

石川の食品需要開拓推進事業（「食品王国いしかわ」展示・商談会、こだわり食品フェア出展事業、 

石川の食品オーディション） など 

◎ 海外展開委員会 

シンガポールなどにおける海外食品見本市出展事業 など 

 

＊入会手続き 

  所定の「入会申込書」及び「部会・委員会加入申込書」に必要事項をご記入の上、食品協会へ 

お申込みください。 

＊年 会 費   一口 ２５，０００円（入会金は不要） 

＊連 絡 先  〒920-8203 石川県金沢市鞍月２丁目２０番地 石川県地場産業振興センター新館２階 

        ＴＥＬ：０７６－２６８－２４００  ＦＡＸ：０７６－２６８－６０８２ 

ＨＰ：http://www.ifa.or.jp  E-mail：i-food-a@ifa.or.jp 

 



石川の食品ブラッシュアップ事業 

 首都圏及び県内の専門家に商品をモニタリングして 

頂き、企業・専門家との懇談会を開催。商品について

より具体的なアドバイスを頂き、より良い商品開発を目

指します。 

 

 

『 

一般社団法人 石川県食品協会 主な事業内容 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「食品王国いしかわ」展示・商談会 

ＡＮＡクラウンプラザホテルにて県内の食品製

造業と県内・首都圏のバイヤーが集う商談会を開催

します。 

こだわり食品フェア出展 

 石川県産の農水産物等を活用した新商品等を「こ

だわり食品フェア」へ出展し、商品展示及び商談等

を行い販路拡大を目指します。 

海外食品見本市へ出展 

 石川の食品展開に向けた戦略策定など 

海外展開委員会を中心に出展します。 

商品展示事業 

地場産センターや農林漁業まつりの会場にて 

会員企業の商品を展示ＰＲします。 

食の安全・安心推進事業研修会の開催 

 食品安全対策の一環として会員企業の従事者

を対象に「微生物研修会」「食品表示研修会」を

開催します。 

【石川食品憲章】 

私たちは、石川県の自然・伝統・文化を保全・伝承すると

ともに、つねに時代の要請する新しい食文化の創造につと 

めるため、次のように基本理念を設定しました。 

一 石川の豊かな素材を活かした商品づくり 

一 石川の伝統の技と心を継承した商品づくり 

一 石川の熟成された風味ある商品づくり 

一 石川の風土に根づき安全健康な商品づくり 

一 石川の食文化から創造された商品づくり 

生産・流通・販売・その他、それぞれの領域で、さらに 

これらの課題を深化・拡充し、名実ともに「食品王国いし

かわ」の強固な基盤づくりをめざしてゆきます。 


